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本研究は家庭管理 の立場から家族 の各構成員が如 何な

る態度で食生活を営んで いるかの実状を把握することに

より生活態度を推考し よう と い う 目的をもつ ものであ

る。そ の中今回は 特に各家庭の食生 活担当者が食生活に

関する個々の知識，技術 ，体験等を 実際に具体化しよう

とする時，それらが如何に意識され綜合されてい るかに

ついて調査した。 この調査は料理技術の修得場所，料理

への関心，献立を立 て る に あたっての時期，考慮す る

点，参考，ヒントにな る 事項等,  15 項目につき，質問

紙法に よって行った。調査対象は都内在住 の家庭の食生

活担当者で ，下町，山手 ，郊外の小中高校十校を通じ て

依頼し計941 名 より解答を 得た。解答の結果 ，食生活に

於ける関心の偏重や食生活上 の不 都合が意外に大きく各

要素間のバランスが不均衡であることを知 ることが 出来

た。


